
問

東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の

方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
。

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故

と
史
上
か
つ
て
な
い
大
惨
事

と
事
故
が
生
じ
た
が
、
本
市

は
ど
の
よ
う
に
課
題
視
し
て

い
る
か
。

ま
た
、
想
定
外
の
災
害
時

に
お
け
る
避
難
場
所
の
課
題

に
つ
い
て
、
及
び
避
難
場
所

と
し
て
の
里
山
整
備
に
つ
い

て
問
う
。

答

現
在
国
や
県
に
お
い
て
、

地
震
、
津
波
、
原
子
力
災
害

に
つ
い
て
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
も
支
援
活

動
な
ど
か
ら
住
民
避
難
、
支

援
受
け
入
れ
、
復
興
等
、
行

政
だ
け
で
は
対
応
の
で
き
な

い
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
本

市
特
有
の
地
形
と
し
て
、
市

街
地
周
辺
地
域
に
は
低
い
土

地
が
多
い
。
防
災
会
議
の
中

に
地
域
防
災
計
画
検
討
部
会

を
設
置
し
、
国
・
県
の
見
直

し
を
踏
ま
え
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
避

難
経
路
の
観
点
な
ど
か
ら
適

当
で
は
な
い
場
所
も
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
る
の
で
検
討
す

る
。里

山
を
整
備
し
て
一
時
避

難
場
所
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め
検
討

す
る
。

問

海
面
、
内
水
面
（
河
川
）

漁
業
に
お
け
る
振
興
に
つ
い

て
、
海
面
漁
業
に
お
け
る
漁

獲
量
、
販
路
、
後
継
者
等
、

内
水
面
漁
業
に
お
け
る
鮎
漁

の
名
産
、
特
産
化
、
及
び
振

興
に
つ
い
て
、
ま
た
、
道
の

駅
参
入
に
つ
い
て
問
う
。

答

海
面
漁
業
に
お
い
て
は
、

全
国
的
に
漁
獲
量
が
減
少
し

重
油
価
格
の
高
騰
等
経
常
的

に
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
引
き
続
き
稚
魚

放
流
事
業
等
を
実
施
し
、
漁

業
振
興
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
内
水
面
漁
業

に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
資
源

で
あ
る
鮎
を
、
三
原
の
特
産

物
と
し
て
推
進
振
興
し
て
い

く
こ
と
が
今
必
要
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
協
賛
、

広
報
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
等

連
携
を
深
め
支
援
に
努
め
る
。

漁
獲
量
を
確
保
す
る
た
め
鮎

の
稚
魚
の
川
鵜
、
鷺
、
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
か
ら
の
被
害
対
策

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

道
の
駅
参
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
事
業
運
営
会
社
、
駅

長
な
ど
と
協
議
し
具
体
的
な

方
針
を
検
討
し
て
い
く
。
市

内
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、

特
産
物
で
売
り
場
を
満
た
し
、

農
林
水
産
業
者
の
所
得
向
上

に
繋
が
る
よ
う
道
の
駅
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。

七
川

し
ち
か
わ

義
明

よ
し
あ
き

議
員

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

市
長
は
こ
れ
ま
で
、
新

庁
舎
建
設
に
先
ん
じ
て
学
校

施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組
む

と
答
弁
し
て
き
た
が
、
学
校

耐
震
化
は
遅
れ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
に
学
校

や
市
有
施
設
の
耐
震
化
の
考

え
を
問
う
。
後
期
５
ヵ
年
の

事
業
計
画
で
耐
震
化
の
完
了

を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

今
年
度
行
う
２
次
診
断

の
結
果
、
IS
値
0.3
未
満
の
学

校
は
早
期
に
耐
震
化
を
図
る
。

0.7
未
満
の
学
校
施
設
は
国
・

県
の
動
向
を
見
極
め
検
討
す

る
。
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

旧
耐
震
基
準
の
17
施
設
は
早

急
に
診
断
し
、
耐
震
化
を
計

画
的
に
進
め
る
。

問

東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
は
学
校
の
耐
震
化
は
完
了

し
て
い
た
た
め
、
学
校
倒
壊

に
よ
る
子
ど
も
の
犠
牲
は
な

か
っ
た
こ
と
が
教
訓
だ
。
国

は
す
べ
て
の
学
校
の
耐
震
化

を
５
年
以
内
に
完
了
す
る
よ

う
補
助
率
の
か
さ
上
げ
を
延

長
し
、
県
も
５
年
間
で
耐
震

化
完
了
の
方
針

だ
。
市
長
は
子

ど
も
の
安
全
を

脇
に
置
い
て
市

庁
舎
建
設
が
先

な
の
か
問
う
。

答

学
校
の
耐

震
化
も
必
要
だ

が
、
駅
前
の
活

性
化
、
南
小
の

問
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
も

必
要
だ
。
両
方

を
や
っ
て
い
く

姿
勢
だ
。

問

全
国
の
自
治
体
は
学
校

や
市
有
施
設
の
耐
震
化
を

100
％
完
了
し
、
庁
舎
を
手
が

け
て
い
る
。
優
先
順
位
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

学
校
の
耐
震
化
に
手
を

抜
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

問

白
紙
撤
回
を
求
め
る
１

万
４
７
８
５
筆
の
請
願
を
市

長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
。
計
画
を
撤
回
す
る
考
え

は
な
い
か
、
堂
々
と
市
民
と

対
話
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

耐
震
補
強
の
調
査
を
し
て
、

必
要
最
小
限
の
経
費
で
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
民
へ
の
説
明
等
は
不

十
分
だ
っ
た
と
思
う
。
７
月

以
降
説
明
会
を
開
催
し
、
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

耐
震
改
修
は
５
億
４
千
万
円

必
要
と
の
試
算
が
あ
り
、
耐

震
化
改
修
を
行
っ
て
も
建
物

自
体
の
耐
用
年
数
は
延
び
な

い
。い

ず
れ
は
建
て
替
え
の
時

期
を
迎
え
、
そ
の
時
点
で
は
、

す
べ
て
一
般
財
源
で
賄
う
こ

と
と
な
り
、
将
来
に
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
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寺て
ら

田だ

元も
と

子こ

議
員

学
校
や
市
有
施
設
の
耐
震
化
を
急
げ

沼田川の鮎（アユ）漁

駅
前
の
新
庁
舎
建
設

計
画
の
白
紙
撤
回
を

水
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

耐震補強中の三原小



問

東
日
本
大
震
災
の
被
災

自
治
体
に
お
い
て
、
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
時
に
、
兵
庫
県

西
宮
市
の
職
員
が
必
要
に
迫

ら
れ
て
開
発
・
稼
動
さ
せ
た

シ
ス
テ
ム
で
、
「
住
民
基
本

台
帳
」「
家
屋
台
帳
」「
被
災

状
況
」
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
一
括
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
証
明
書
等
の
発
行
の
迅

速
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

本
来
別
々
に
存
在
し
て
い

る
デ
ー
タ
の
確
認
・
照
合
に

は
多
大
な
時
間
を
要
し
て
い

た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
７
時
間
程
度
か
か
っ
て
い

た
証
明
書
発
行
が
１
時
間
程

度
に
ま
で
短
縮
さ
れ
、
ま
た

各
種
申
請
等
の
簡
略
化
に
も

有
効
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
同
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
災
害
時
に
備
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

同
シ
ス
テ
ム
は
、
被
災

者
支
援
・
避
難
所
関
連
・
緊

急
物
資
管
理
・
仮
設
住
宅
管

理
・
犠
牲
者
遺
族
管
理
・
復

旧
復
興
関
連
・
倒
壊
家
屋
管

理
の
各
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ

れ
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
な

ど
、
被
災
者
支
援
や
復
旧
復

興
業
務
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

災
害
発
生
時
に
即
時
対
応

す
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら

デ
ー
タ
類
を
準
備
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
本
市
で
も
災

害
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問

職
員
の
夏
季
軽
装
の
規

定
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
従

来
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
範
囲
内

で
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

震
災
後
の
状
況
を
受
け
、

一
段
と
進
化
し
た
対
応
を
望

み
た
い
。
市
民
啓
発
の
面
か

ら
も
、
可
能
な
限
り
環
境
省

の
方
針
に
沿
う
よ
う
考
え
て

は
ど
う
か
。

答

地
球
温
暖
化
防
止
・
省

エ
ネ
・
職
員
の
健
康
保
持
の

観
点
か
ら
、
毎
年
夏
季
軽
装

（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）、
及
び
節
電

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
年
は
特
に
大
震
災
に
伴
う

夏
場
の
電
力
不
足
へ
の
懸
念

か
ら
、
職
員
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
、

午
後
６
時
に
は
庁
舎
を
一
斉

消
灯
し
、
必
要
箇
所
の
み
再

点
灯
す
る
な
ど
、
節
電
を
徹

底
し
て
い
る
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
も
５
月

23
日
か
ら
10
月
末
ま
で
１
ヵ

月
延
長
。
服
装
に
つ
い
て
は

一
般
的
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ブ

ラ
ウ
ス
等
と
し
、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
等
は
不
可
と
し
て
い
る
。

職
員
の
仕
事
へ
の
緊
張
感

を
保
つ
こ
と
、
ま
た
日
常
的

に
市
民
へ
の
窓
口
対
応
等
の

業
務
を
行
う
こ
と
か
ら
、
一

定
の
節
度
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

谷
口

た
に
ぐ
ち

佳か

寿ず

子こ

議
員

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を

ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ

へ
の
対
応
は

問

野
間
川
ダ
ム
に
伴
う
久

井
町
簡
易
水
道
事
業
計
画
に

つ
い
て
聞
く
。

①
平
成
23
年
度
の
事
業
内
容

は
。

②
25
年
度
以
降
の
浄
水
場
建

設
と
江
木
配
水
区
等
へ
の
配

水
管
計
画
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答

久
井
町
簡
易
水
道
事
業

の
水
源
と
な
る
野
間
川
ダ
ム

建
設
工
事
に
つ
い
て
、
22
年

度
よ
り
ダ
ム
本
体
工
事
に
着

手
し
て
い
る
。
今
年
度
も
継

続
し
て
本
体
工
事
を
行
い
24

年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て

い
る
。

ダ
ム
建
設
に
並
行
し
て
、

今
年
度
よ
り
江
木
配
水
区
の

一
部
に
あ
た
る
久
井
中
学
校

入
り
口
付
近
の
県
道
上
徳
良

久
井
線
か
ら
市
道
久
井
町
下

津
45
号
線
に
、
耐
震
管
で
口

径
２
０
０
㎜
の
配
水
管
を
布

設
す
る
た
め
実
施
設
計
業
務

を
１
４
０
０
ｍ
、
５
月
23
日

請
負
契
約
を
締
結
し
、
８
月

31
日
完
了
の
予
定
。
野
間
川

ダ
ム
完
了
後
、
浄
水
場
施
設

の
建
設
を
行
い
、
供
用
開
始

と
共
に
給
水
が
開
始
出
来
る

よ
う
に
管
路
の
整
備
に
取
り

組
む
。
こ
の
事
業
は
、
補
助

率
10
分
の
４
国
庫
補
助
金
を

活
用
し
過
疎
債
、
簡
易
水
道

事
業
債
を
有
効
に
活
用
し
29

年
度
中
に
一
部
へ
の
給
水
開

始
を
め
ざ
し
て
い
る
。

問

学
校
適
正
配
置
計
画
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

①
第
一
期
実
施
計
画
策
定
方

針
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
実
施
計
画
の
具
体
的
な
５

統
合
校
に
つ
い
て
。

③
25
年
４
月
開
校
は
で
き
る

の
か
。

答

①
三
原
市
立
小
中
学
校

適
正
配
置
第
一
期
実
施
計
画

は
、
市
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
16
校

の
小
学
校
を
統
合
す
る
計
画

で
あ
る
。
現
在
久
井
・
八
幡
、

大
和
、
沼
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
３

地
域
は
、
地
域
住
民
、
保
護

者
の
理
解
の
も
と
統
合
に
向

け
た
具
体
的
な
準
備
、
協
議

を
進
め
る
た
め
の
学
校
統
合

準
備
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

他
の
２
地
域
は
現
時
点
で
は

具
体
的
な
協
議
に
入
る
ま
で

の
状
況
に
至
っ
て
い
な
い
。

②
久
井
・
八
幡
ブ
ロ
ッ
ク
は

現
久
井
中
学
校
の
敷
地
内
に

統
合
小
学
校
新
設
の
設
計
業

務
の
入
札
を
７
月
に
行
う
予

定
。
大
和
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
現

大
和
中
学
校
エ
リ
ア
に
統
合

小
学
校
を
整
備
す
る
方
針
で

大
和
高
校
の
活
用
も
含
め
検

討
し
て
お
り
、
方
針
が
固
ま

り
次
第
、
校
舎
改
修
等
の
設

計
業
務
を
発
注
予
定
。
沼
北

ブ
ロ
ッ
ク
は
現
小
坂
小
の
改

修
設
計
業
務
発
注
を
す
る
予

定
。

③
25
年
４
月
開
校
を
め
ざ
し

て
、
引
き
続
き
新
し
い
学
校

づ
く
り
の
校
名
や
通
学
方
法

な
ど
諸
準
備
を
進
め
て
い
く
。

松
浦

ま
つ
う
ら

良
一

よ
し
か
ず

議
員

野
間
川
ダ
ム
に
伴
う
久
井
簡
易
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て

学
校
適
正
配
置
計
画

の
進
捗
状
況
を
聞
く
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